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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

MVP（Multiple Vertical Panning）方式[1]とはス
クリーンの上下に配置したスピーカーアレイか
ら映像の音源位置に合わせた音声を再生させる
ことで，視聴者に映像の音源位置から実際に音声
が提示されているように感じさせる立体音響技
術である． 

本研究では，MVP 方式を用いた遠隔会議シス
テムを構築するために必要なマイクロホンアレ
イとして，各スピーカの前に超指向性マイクロホ
ンが配置された条件を設定し，マイクロホンの配
置が音像位置に及ぼす影響を検討する． 

2. 2. 2. 2. 視聴覚実験視聴覚実験視聴覚実験視聴覚実験    

2.1. 2.1. 2.1. 2.1. 実験環境実験環境実験環境実験環境    

実験は実験室の一角にて実施した．図 1 に示す
ように，55 インチディスプレイ（TOSHIBA：
55J20X）の上下にスピーカ 9 個ずつ設置した．視
聴位置はディスプレイから 1.05 m 離れた 2 カ所
（正面，側方）に設定した．その際，目線の高さ
は 1.44 m で，ディスプレイの高さ中心に来る位
置とした． 

2.2.2.2.2222. . . . 実験条件実験条件実験条件実験条件    

実験条件は図 2 に示す 5 種類（スピーカ 0〜4）
とし，条件ごとに球体位置を 15 箇所設定した．
灰色のスピーカは音が再生されないスピーカを
表し，⿊色のスピーカは再生するスピーカを表す．
実験では，15 カ所のいずれかに球体の映像が提

示され，球体位置から音が同時に再生される． 

2.2.2.2.3333. . . . 実験手順実験手順実験手順実験手順    

被験者は 8 名である．練習試行を行った後，計
450 回（＝5 条件×15 音像位置×3 回繰り返し×
2 視聴位置）の本試行を行った．提示順序は被験
者ごとにランダマイズした．被験者はディスプレ
イに球体映像と音源が 4 秒間提示された後に，4

秒間で知覚した音像の位置を回答した． 

2.4. 2.4. 2.4. 2.4. 実験結果実験結果実験結果実験結果    

回答位置を図 3，4 に示す．エラーバーは 95%

信頼区間を表す．どの実験条件においても音像の
位置を正しく知覚していないといえる． 

3. 3. 3. 3. まとめまとめまとめまとめ    

本研究では，MVP 方式を用いた遠隔会議シス
テムを構築するために必要なマイクロホンアレ
イとして，各スピーカの前に超指向性マイクロホ
ンが配置された条件における音像位置への影響

図 1 視聴覚実験における実験環境（左：平面図，中：側方図，右：正面図） 

図 2 視聴覚実験における実験条件と球体位置 



を検討するために，視聴覚実験を実施した．しか
しながら，どの実験条件においても音像の位置が
正しく知覚されなかった． 

今後は各マイクロホンの配置条件を新たに設
定したうえで音像の位置が正しく知覚されるか
を検討し，MVP 方式を用いた遠隔会議システム
を構築するために必要なマイクロホンアレイと
して設定していく必要がある． 
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図 3 回答位置結果（正面位置） 

図 4 回答位置結果（側方位置） 


